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ワ
勾
仕
事
に
精
出
し
た
後
の
一
服

苧
z

一
寝
覚
め
の
一
服
、
食
後
の
一
服

回
一
一
一
む
づ
か
し
い
話
の
合
間
の
時
間

一
一
つ
な
ぎ
に
一
服
、
遊
山
に
、
行

月
一
楽
に
、
若
い
人
々
の
た
の
し
い

悔
一
語
ら
い
に
、
紫
煙
の
か
お
り
は

一
ま
こ
と
に
愛
煙
家
に
と
っ
て
何

一
よ
り
の
醍
醐
味
で
せ
う
。

咽
一
と
こ
ろ
で
こ
の
ゆ
ら
/
¥
と
は

か
一
て
な
き
空
間
へ
淡
く
も
消
え
て

町
一
行
く
け
む
り
の
中
に
は
一
体
何

昨
一
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

市
一
ぅ
。
ニ
コ
チ
シ
?
勿
論
ニ
コ

計
一
チ
ン
が
た
ば
亡
の
生
命
で
あ
り

f
一
人
体
に
刺
激
を
写
え
、
精
神
に

一
鎮
静
を
与
え
る
役
目
と
同
時
に

一
又
中
毒
作
用
を
起
す
害
を
も
備

)
一
え
て
い
る
こ
と
は
み
な
さ
ん
御

↑
一
存
知
の
筈
で
す
。

と
こ
ろ
で
案
外
気
づ
か
れ
て

い
な
い
大
切
な
要
素
が
も
う
一

っ
か
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

で

語、

? 

税
金
を
納
め
る
の
に
も
金
も

そ
れ
は
た
ば
こ
消
費
税
で
す
。
一
う
け
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
御

皆
さ
ん
が
た
ば
こ
や
か
ら
お
一
存
知
で
せ
う
か
。
組
合
や
部
落

求
め
に
な
る
時
の
た
ば
こ
銭
の
一
で
納
期
に
完
納
さ
れ
た
場
合
の

中
に
は
町
へ
入
る
税
金
が
含
ま
一
報
償
金
に
つ
い
て
は
す
で
に
御

れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
お
金
一
承
知
済
み
と
思
い
ま
す
が
、
も

が
案
外
馬
鹿
に
な
ら
な
い
金
額
一
う
一
つ
個
人
々
々
で
も
う
け
て

で
あ
る
こ
と
を
御
存
知
で
し
ょ
一
い
た
だ
く
道
が
あ
り
ま
す
。

う
か
?
自
転
車
荷
車
税
の
約
一
そ
れ
は
納
期
前
納
付
の
方
法

五
倍
余
り
、
三
百
二
十
万
円
以
一
で
す
。
四
期
に
分
れ
て
い
る
町

上
の
お
金
が
年
間
に
税
金
と
し
一
民
税
や
固
定
資
産
税
を
そ
の
納

て
町
へ
入
り
そ
れ
が
色
々
な
公
一
期
よ
り
前
に
納
め
て
頂
く
と
そ

共
の
仕
事
に
使
は
れ
て
い
く
わ
一

423t421'2J

け
で
す
。
け
む
り
だ
と
い
っ
て
一
町
内
の
底
か
ら
煙
草
を
仕
込
ん

中
々
馬
鹿
に
な
り
ま
せ
ん
。
)
で
い
っ
て
下
さ
い
。
そ
う
す
れ

た
ど
し
こ
の
税
金
は
皆
さ
ん
一
ば
何
十
万
或
は
百
万
以
上
の
お

が
こ
の
町
内
で
買
っ
て
い
た
だ
一
金
が
こ
の
町
へ
帰
っ
て
来
る
こ

い
た
た
ば
こ
で
な
い
と
こ
の
町
一
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

へ
は
入
っ
て
来
な
い
の
で
す
。
一

0
0
0
0
0
0
0

本
町
の
財
政
再
健
の
為
に
、
一
た
ば
こ
は
町
内
で

愛
町
の
精
神
を
育
む
為
に
、
一
こ
の
こ
と
ば
を
愛
煙
家
の
み
な

旅
行
の
時
、
出
張
の
時
、
町
外
一
さ
ん
の
合
言
葉
に
し
よ
う
で
は

へ
出
る
よ
う
な
時
は
出
来
る
丈
一
あ
り
ま
せ
ん
か
。

の
納
期
の
前
の
月
数
一
ヶ
月
に

つ
き
一
分
の
割
で
、
報
償
金
が

渡
さ
れ
ま
す
ο

月
一
分
と
い
い

ま
す
と
、
そ
れ
が
前
利
子
の
よ

う
な
形
に
な
り
ま
す
の
で
、
年

利
に
す
れ
ば
一
割
三
分
前
後
に

あ
た
り
ま
す
。
ど
ん
な
予
貯
金

よ
り
も
有
利
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
上
組
合
や
部
落
で
完
納
の
場
守

合
は
完
納
報
償
金
も
同
様
に
加

わ
り
ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
が

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
な
が

ら
相
当
の
予
貯
金
を
し
て
い
る

と
同
じ
様
な
結
果
と
な
る
の
で

す
お
手
も
と
に
余
裕
の
あ
る
人

タ
ン
ス
貯
金
や
当
座
の
貯
蓄
の

あ
る
方
々
は
、
こ
の
方
法
を
御

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

致
し
ま
す
。女

寺里

出
一
旦
本
町
の
み
な
ら
ん
や
で
、
全

国
的
な
夙
湘
の
校
で
御
座
い
ま

す
が
、
比
の
事
は
町
村
合
併
に

よ
っ
て
生
れ
ま
し
た
、
新
し
い

町
村
が
、
殆
ん
ど
一
様
に
背
負

っ
て
い
る
宿
命
と
で
も
申
し
上

げ
て
良
い
共
通
の
現
象
だ
と
思

ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
最
初
に
申
上
げ
ま
し

た
通
り
、
比
の
困
難
な
合
併
当

初
の
新
長
浜
町
に
お
き
ま
し
で

も
、
合
併
し
た
為
に
未
だ
経
験

し
た
事
の
な
い
、
何
か
新
し
い

希
望
が
、
あ
の
冬
の
厳
し
い
寒

さ
と
風
雨
に
、
じ
っ
と
耐
え
な

が
ら
来
る
べ
き
新
し
い
年
に
、

一
斉
に
蔚
え
出
で
ん
と
す
る
。

草
木
に
も
以
た
、
生
き
生
き
と

し
た
息
吹
き
を
感
じ
ま
す
事
は

決
し
て
私
一
人
で
は
な
い
と
信

ず
る
者
で
御
座
い
ま
す
。

蕊
に
お
さ
ま
し
て
私
は
、
議

員
の
皆
さ
ん
と
共
々
に
、
も
に
ノ

一
度
、
あ
の
新
長
浜
町
建
設
の

基
本
方
針
を
怒
い
起
し
て
見
た

い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
新
町
建
設
計
画
の
基
本

方
針
と
し
て
、
吾
々
は
次
の
事

を
決
議
し
て
居
り
ま
す
。

即
ち
「
新
町
は
、
長
、
浜
町
を

中
心
と
す
る
六
ケ
町
村
の
大
関

団
結
に
依
り
、
其
強
力
な
提
携
一
に
、
町
政
に
携
わ
っ
て
参
り
ま

の
下
に
、
r

弘
J
A
-

文
化
、
観
光
白
一
各
一
し
た
。

般
の
建
設
を
期
し
て
発
足
す
る
一
共
の
後
幾
多
の
訪
問
題
も
附

も

の

で

あ

る

。

一

次

皆

様

に

お

諮

り

し

、

御

協

カ

之
が
為
、
長
浜
港
の
発
備
拡
充
-
に
よ
り
ま
し
て
、
克
服
し
得
ま

と
並
行
し
て
、
農
林
水
産
業
の
一
し
た
事
は
、
皆
様
の
御
支
援
の

の
振
興
を
図
り
、
併
せ
て
工
場
一
賜
で
あ
り
ま
し
て
、
深
く
感
謝

の
誘
致
を
促
進
す
る
と
共
に
、
一
の
い
怠
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

観
光
施
設
を
充
実
し
て
、
新
町
一
す
。

住
民
の
福
祉
を
増
大
し
、
生
々
一
昭
和
三
十
一
年
度
予
算
編
成

発
展
の
理
想
郷
な
ら
し
め
る
事
一
に
就
い
て
の
概
要
を
申
し
上
げ

を
基
本
方
針
と
す
る
」
一
ま
す
。

不
肖
私
は
、
皆
さ
ん
の
絶
大
一
合
併
後
第
二
年
を
迎
え
ま
し

な
御
協
力
を
得
ま
し
て
、
比
の
一
て
、
各
地
区
共
種
々
新
規
事
業

新
長
浜
町
縫
設
計
蓄
の
大
理
想
一
の
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
何
分

を
達
成
す
べ
く
、
微
力
な
が
ら
一
当
町
現
在
の
財
政
的
見
地
か
ら

粉
骨
粋
身
致
し
ま
す
事
を
、
改
一
考
慮
し
て
、
比
の
御
要
望
事
項

め
て
決
意
し
て
居
る
者
で
御
座
一
も
予
算
化
ず
る
事
の
出
来
な
か

い

ま

す

。

↑

っ

た

事

を

遺

憾

に

存

じ

ま

す

。

さ
て
本
日
葱
に
昭
和
三
十
一
一
歳
入
に
就
い
て
申
し
ま
す
と

年
度
当
初
予
算
を
始
め
、
'
各
種
一
町
税
、
交
付
税
、
財
産
牧
入
、

重
要
条
件
を
上
程
い
た
し
ま
し
-
分
担
金
、
使
用
料
手
数
料
で
三

て
、
御
審
議
を
煩
わ
し
ま
す
事
一
百
九
十
六
万
六
千
円
の
増
加
を

は
、
誠
に
感
謝
に
堪
え
な
い
次
一
見
ま
し
た
が
、
其
の
他
の
面
で

第
で
ら
り
ま
す
。
一
減
敗
、
と
な
っ
て
、
結
局
壱
百
六

私
は
合
併
後
の
町
政
に
就
い
一
十
五
万
九
千
円
の
減
と
な
り
ま

て
、
就
任
以
来
未
熟
な
が
ら
町
一
し
た
。

勢
の
発
展
と
町
民
の
福
祉
の
増
一
歳
出
面
で
見
ま
す
と
公
債
費

進
の
た
め
の
施
策
を
実
施
い
た
一
が
今
年
よ
り
五
百
十
二
万
円
の

し
ま
す
事
に
、
依
っ
て
大
長
浜
一
増
加
額
と
な
り
、
町
税
二
千
八

町
が
発
展
す
る
と
の
観
点
の
下
一
百
三
十
三
万
円
も
比
の
公
債
費

と
、
義
務
教
育
費
で
、
殆
ど
費

や
さ
れ
る
現
状
に
あ
り
ま
す
の

で
、
之
が
予
算
編
成
に
当
り
ま

し
て
は
、
各
課
に
命
じ
て
、
之

が
パ
-
プ
ジ
ス
を
取
ら
し
め
た
様

な
次
第
で
あ
り
ま
す
。

編
成
方
針
と
し
て

(
一
)
基
準
財
政
と
し
て
、
茸
(

の
上
の
余
力
財
源
を
重
点
的
K

配
分
す
る
。

(
二
)
昭
和
三
十
一
年
度
を
基

準
と
し
て
、
新
規
事
業
に
就
い
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弘
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出

3工年当初予算

1'130.000 

15.188、230

1.8工1.090

6.124、940
11.405.620 

3.435.690 
1.929.780 
4.012.140 
562.130 
110.000 
267.000 

15.838.480 
4.409.250 

865.820 

67.090.170 

昭和31年度一般会計歳入歳出議算

歳
日
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費

ロぷ

出

計

会
場
防
木
育
会
生
業
産
計
挙
債
備

支

種

工.議

2.役

3.消

4.土

5.教

6.宇土
7.街
8産
9.財
10統
11選
12公
13諸
14予

dι 
CJ 

入

31年当初予算

28.333.500 

26.800.000 

477圃630

1.008.000 

4.331、700

2.318.260 

1.083.980 

100 

63.000 

100 

1.173.900 

1.500.000 

67.090.170 

種別

エ.町税

2.交付税

"3.財産牧入

4.分台担 金

2..使用料手数料

.6囲庫支出金

7.県支出金

8.寄附金

9.繰入金

10繰越金
11雑攻 入

12町債

合計

歳

町
議
会
議
長

一

宮

氏

副
議
長

黒

川

氏再

選

11 

先
般
車
ボ
辞
怠
を
表
さ
れ
て
い

た
議
長
、
副
議
長
は
共
に
去
る
，

三
月
三
十
一
日
の
町
議
会
に
お

い
て
辞
表
を
提
出
即
日
選
挙
が

行
は
れ
た
が
高
場
一
致
で
議
長

に
は
一
宮
亀
久
雄
氏
副
議
長
に

は
黒
川
時
谷
氏
が
再
選
さ
れ
た

尚
各
委
員
長
及
委
員
共
に
再

選
但
し
総
務
委
員
会
の
み
委
員

長
今
村
林
吾
氏
退
任
後
任
委
員

長
と
し
て
赤
穂
直
城
氏
が
選
任

さ
れ
た
。

今
村
林
五
口
氏
は
議
員
会
長
に

就
任
。

日
も式子

弛

人
以
ム
阿
古
食
会
会
会
大
大
犬

山
川
公
告
村

公
安
↓
円
安
女
女
大
女
六
↓
円

ーにa

ー
l恒三ー 、 ーマV

綾費切和当を得て
止=こを(りコ(て計三ご追は

五一四
す C以)つ十)るり 3 加 財
る通つ県め年祷 o ::';長三更源
。勤て外る度助 少 1交正の
手支旅。の金 でのす見
当給費実 も[長。透
はすは 績助 一給 し
全る、 の成 般は の
般。二半金財一つ
的 等 額 は 抑 制 ぎ
に実 lと昭に j式次

1 綱以つのしま差債出依ま脱当従予以.'1:二(
i を上た i成てす引費来りしし初つ算上、月但
i 申予次額ものなの得人てま予て布Iri六出、し
i 上笠第を、でし増る員、せ算、成 !J[海三冬
z げ編でし議、と高金持咋んは今に日は月期
長 ま成あて員議云に額理年様骨四三i崎支の十
e .すにり、歳会ふ依はを末な格提ら示給四二
目 。就ま御費費現り今し機次予案し政をケ月
i いす:辛をに状ま年て棒第算致めし;忍月
E て 。 棒 五 於 で し ょ 、 改 で の し ま 玄 め 問 -
E の を 千 き あ て り 節 平 あ 域 ま し し る 、 月
i 大 願円まり、公約にりをすたて)櫛、

i支支
倒払 払
E場開
E所始
i 日i長田 部発部一
浜 よ 三 行 番

E町り月債の
i役三券も
i場十のの
E ー全会

予
て
皆
様
方
の
御
協
力
を
得

ま
し
た
長
浜
中
学
校
建
設
債
券

の
本
年
度
償
還
分
は
拍
せ
ん
の

結
果
左
記
の
通
り
決
定
致
し
ま

し
た
か
ら
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
一

記

一

一
中
学
校
建
設
債
券
第
五
回
償
一

還
番
号末

尾

t.，，: 
匂」

一
利
子
支
払

e
a
p
eぬ
FAe塩
F
+
a
F
+
h
F

参

加

希

望

者

ムv -ニ

第

期

固
定
費
産
税

長
浜
町
初
の
海
外
移
民
者

決

定

納

期

1';1: 

さ

る

0
0
0
0
0
0
 

四
月
ニ
十
五
日
で
す

長
浜
町
大
字
柴
武
地
滑
信
氏
-
途
を
祝
福
し
今
後
の
活
躍
を
祈

(
二
四
才
)
は
愛
媛
県
唯
一
人
一
り
媛
大
な
る
壮
行
会
が
行
わ
れ

の
海
外
移
住
者
と
し
て
見
事
選
一
四
月
一
日
ア
フ
リ
カ
丸
で
神
戸

衡
に
合
格
し
、
単
独
青
年
移
民
一
港
を
出
帆
晴
の
壮
途
に
つ
か
れ

と
し
て
勇
陵
南
米
に
移
住
さ
れ
一
ま
し
た
。

る
事
に
成
り
ま
し
た
。
一
尚
同
氏
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
ナ
ジ

去
る
二
一
月
二
十
二
日
県
庁
に
一
パ
ワ
ロ
市
コ
チ
ア
産
業
組
合
に

於
て
県
主
催
に
依
る
同
民
の
前
一
居
住
さ
れ
ま
す
。

完
納
に
御
協
力
下

さ
い

昨
酒
樹
、
J
q
2
a、
関
刊
、
P

岡
h
r丸山

V

官
官
g
h
a百
g
E

公
営
住
宅
入
居
者

選

考

委

員

改

選

愛
媛
県
農
林
建
設
青
年
隊

さ

る

の

募

集

去
る
議
会
に
お
い
て
任
期
満
一

了

に

な

っ

た

。

一

-

一
農
山
漁
村
の
中
堅
と
し
て
自
一
二
十
五
才
迄
の
男
子
(
満
年
令
)

公

営

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

一

一

が
次
の
通
り
決
定
し
た
。
一
立
自
営
、
も
し
く
は
海
外
に
雄
一
一
入
所
期
間
・
昭
和
コ
干
一

。
議
会
議
員
九
名
一
飛
せ
ん
と
す
る
有
為
な
青
年
技
-
年
六
月
一
日

p
昭
和
三
十
二
年

長
浜
藤
沢
梅
太
郎
一
能
者
と
し
て
の
自
立
素
地
を
作
一
三
月
十
日
迄

滞
上
愛
明
一
り
、
郷
土
社
会
又
は
移
民
先
国
一
一
終
了
者
の
措
置
本
人
の

川
西
金
太
郎
一
土
の
建
設
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
一
希
望
に
よ
り
将
来
の
国
内
入
植

が
二
宮
金
之
助
一
青
年
の
希
望
を
達
成
す
る
趣
旨
一
は
も
と
よ
り
海
外
え
の
農
業
主

喜
多
灘
津
田
利
広
一
を
も
っ
て
左
記
の
通
り
隊
員
の
一
ぴ
に
技
術
移
民
と
し
て
優
先
的

櫛
生
松
本
指
一
生
一
募
集
を
さ
れ
ま
す
の
で
希
望
者
一
に
斡
旋
す
る
。

出
海
塚
木
梅
雄
一
又
は
内
容
を
詳
細
に
知
り
た
い
一
尚
本
年
は
特
に
中
南
米
諸
国

大
和
日
野
義
満
一
方
は
町
役
場
又
は
各
出
張
所
に
一
(
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ワ
ィ
、

白

滝

泉

伯

一

申

出

て

下

さ

い

。

一

ベ

ネ

ズ

エ

ラ

、

ド

ミ

ニ

カ

)

東

。

学

職

経

験

者

六

名

一

記

一

南

ア

ジ

ヤ

諸

国

(

カ

シ

ポ

ジ

ヤ

長

浜

大

部

雅

幸

一

一

、

募

集

人

員

五

十

名

一

)

へ

の

移

民

並

び

に

県

内

外

移

喜

多

灘

山

根

カ

ヨ

子

一

一

募

集

期

間

四

月

一

日

i
一
住
を
希
望
す
る
者
に
重
点
を
お

櫛
生
田
中
忠
登
志
一
五
月
十
日
迄
(
申
詩
書
作
製
に
一
く
。

出
海
池
田
喜
美
夫
一
時
間
を
要
し
ま
す
か
ら
少
な
く

大

和

山

口

諦

識

一

も

一

週

間

前

迄

に

申

出

る

事

)

皆

滝

一

山

下

晃

一

資

格

年

令

十

八

才

以

上

.U  

U 

4 
'" 
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村
一
四
月
農
林
業

窓
表
ω

第15号

原
木
の
置
径
が
三
寸
の
場
合
は

五
!
六
ケ
所
、
五
寸
の
場
合
は

八

1
十
ケ
所
、
一
尺
の
場
合
は

十
五

1
十
八
ケ
所
と
な
る
。

始
め
て
の
方
は
孔
の
数
を
増
し

た
方
が
成
績
が
良
い
。

P

尚
椅
木
の
寝
せ
送
み
、
そ
の

他
に
付
い
て
は
次
固
に
記
載
し

ま
す
。
詳
し
い
事
は
林
業
経
営

指
導
員
又
は
森
林
組
合
技
術
員

に
御
連
絡
下
さ
い
。

。
果
樹

一
、
夏
柑
の
努
定

夏
柑
の
努
定
は
温
州
密
柑
の

努
定
と
は
幾
分
趣
旨
を
異
に
し

て
い
る
。
即
ち
結
果
母
校
は
温

州
密
柑
に
比
し
て
一
般
的
に
短

か
い
も
の
に
良
く
結
果
す
る
習

性
が
あ
る
。
母
校
の
長
短
と
結

果
比
を
調
査
資
料
に
依
る
と
五

寸
程
度
の
長
さ
の
も
の
が
着
果

率
が
極
め
て
良
好
で
あ
る
。
従

っ
て
強
度
は
さ
け
る
べ
き
で
徒

長
校
は
出
さ
な
い
様
に
す
る
事

又
予
備
校
努
定
等
は
殆
ん
ど
必

要
な
く
喰
密
植
部
の
間
引
を
行

い
通
風
採
光
を
計
る
事
に
留
意

す
べ
き
で
あ
る
グ

二
、
首
木
(
幼
木
)
の
手
入

三
月
に
定
植
し
た
苗
木
に
対

し
て
第
一
回
の
追
肥
を
施
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
量
は

水
一
斗
に
硫
安
、
過
石
各
一
合

五
勺
位
を
熔
か
し
一
本
当
り
三

升

1
悶
升
位
を
潜
水
し
て
や
る

と
良
い
。

一
二
、
エ
カ
キ
虫
の
駆
除

新
梢
が
発
生
す
る
と
同
時
に

エ
カ
キ
虫
及
び
ア
プ
ラ
虫
の
発

生
が
多
く
な
る
。
健
全
な
発
育

伸
長
を
促
す
為
に
は
健
全
な
葉

を
作
る
事
で
あ
り
前
述
の
追
肥

と
相
ま
っ
て
此
等
の
完
全
駆
除

を
計
る
こ
と
。
本
月
中
句
以
後

硫
酸
ニ
コ
チ
ン
千
倍
液
を
一
週

間
隔
き
に
連
続
撒
布
の
励
行
を

す
る
事
。

四
、
柑
橘
栽
培
の
移
植

本
月
上
匂
よ
り
六
月
迄
は
成

樹
の
移
植
適
期
で
あ
る
。
寒
い

日
や
風
の
強
い
日
は
避
け
る
事

又
土
壌
の
乾
燥
せ
る
時
は
見
合

せ
降
雨
を
待
っ
て
行
う
。
堀
り

上
げ
た
ら
直
ち
に
根
部
を
濡
菰

の
類
で
包
み
根
を
絶
体
に
乾
か

さ
ぬ
様
に
し
て
移
植
す
る
事
。

五
、
接
木

本
月
中
旬
!
下
旬
は
官
接
、

高
接
、
根
接
の
適
期
で
あ
る
。

〈

V

甘
藷
黒
斑
病
防
除
法

各
地
区
共
普
程
多
発
は
し
て

い
な
い
様
で
す
が
比
が
被
害
は

ま
だ
/
¥
多
い
様
で
す
簡
単
で

確
実
な
防
除
法
を
左
記
に
招
介
↑

し

ま

す

。

一

一
種
芋
は
出
米
る
だ
け
病
気
一

に
侵
さ
れ
な
い
も
の
を
選
ん
で
一

~
h
 

i

-

-

宅
±
一
三
一

櫨

付

す

る

。

~

二
伏
込
後
芽
が
三
分

1
5分

延
び
た
頃
よ
り
採
取
迄
の
間
に

三
回

1
五
回
ヲ
ス
プ
ル
ツ
千
倍

液
(
水
一
斗
に
五
匁
)
を
坪
当

り
三
升

f
五
升
潜
水
す
る
。
比

の
場
合
藷
を
主
体
に
ジ
ヨ
ロ
で

出
来
る
だ
け
多
く
掛
け
る
事
。

三
苗
の
採
取
の
際
に
は
根
元

を
二
、
五
寸

t一
二
寸
程
度
残
す

こ
と
。

ホ
ワ
ド

l
ル

。
ハ
-
ア
チ
オ
ン

等
の
取
扱
方

ホ
リ
ド
ー
ル
、
パ
ラ
チ
オ
ジ

剤
等
有
機
燐
製
剤
の
使
用
時
期

が
追
っ
て
来
ま
し
た
が
毎
年
之

に
よ
る
人
畜
の
被
害
が
多
い
為

法
律
を
も
っ
て
之
が
使
用
並
に

使
用
者
を
制
限
さ
れ
違
反
者
に

は
懲
役
若
し
く
は
罰
金
を
課
せ

ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
充
分

御
注
意
下
さ
い
。

尚
使
用
の
出
来
る
者
は
地
方

公
共
団
体
、
農
業
協
同
組
合
、

農
業
共
済
組
合
、
森
林
組
合
が

知
事
の
指
定
を
受
け
た
指
導
員

の
指
導
の
も
と
に
指
定
さ
れ
た

作
物
に
し
か
撒
布
出
来
ず
又
自

分
で
持
つ
事
も
出
来
ま
せ
ん
。

厳
に
御
注
意
下
さ
い
。

-m'M---M園
田
匹
目

'Em---H--m-'F帽

即

FB』
町
田

F『
-
-
』
回
目

E咽
『
町

E即

長
浜
婦
人
会
長

堀

内

貞

子

氏

選

任

長
浜
婦
人
会
長
清
水
ア
ナ
カ

氏
退
任
に
伴
ふ
後
任
会
長
と
し

て
去
る
三
月
三
十
一
日
の
定
期

総
会
に
お
い
て
副
会
長
堀
内
貞

子
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

長
浜
町
逮
合
青
年
団
長

去
る
四
月
八
日
開
催
さ
れ
た

町
連
合
青
年
団
総
会
に
お
い
て

役
員
改
選
の
結
果
左
記
の
者
が

選
任
さ
れ
た
。

連

津2
田理

選光文

イ壬土佐
民

喜
多
灘
青
年
団

津
田
光
雄

" 
副
団
長

櫛
生
青
年
団

木
下
慶
喜

片
品
茂
青
年
団

宮
下
美
学

事
務
局
長

沖
浦
青
年
団

佐
々
木
庸
一

'? '/ 

吋l

〉

づ
¥守

砂町 4

bのd

惨 4

b 日d

快誌 4

戦
後
十
年
、
社
会

生
活
は
よ
う
や
く
安

定
に
向
い
つ
L
あ

り
ま
す
が
、
今
な
お

児
童
福
祉
施
設
に
は

戦
時
中
、
及
び
終
戦

後
の
社
会
的
、
経
済

的
混
乱
に
親
と
は
な

れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
子
供
が
多

数
牧
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
子
供
は
、
児
童
福

祉
法
に
よ
り
そ
れ
《
¥
の
施
設

で
心
身
共
に
健
全
に
育
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
子
供

の
ラ
ち
親
を
求
め
て
い
る
者
の

た
め
に
親
を
探
し
出
し
、
家
庭

生
活
え
の
復
帰
を
促
進
し
て
、

戦
後
に
残
さ
れ
た
児
童
福
祉
上

の
問
題
の
一
つ
を
解
決
す
る
た

い
て

め
に
全
国
的
な
「
こ
の
子
た
ち

の
親
を
探
そ
う
運
動
が
三
月
一

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
ず

か
ら
戦
時
中
、
及
び
終
戦
直
後

の
混
乱
期
に
子
供
を
見
失
い
或

い
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

子
供
を
手
離
し
、
現
在
そ
の
子

供
を
探
し
て
い
る
方
は
最
寄
の

児
童
委
員
(
民
生
委
員
)
又
は
役

場
民
生
係
(
各
出
張
所
)
次
の
事

項
を
記
し
て
申
し
出
て
下
さ
い

子
供
の
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
年
令
(
別
れ
た
当
時
の

年
令
及
び
、
現
在
の
推
定
年
令

)
親
の
氏
名
、
子
供
と
の
続
柄

本
籍
地
、
現
住
所
、
別
れ
た
当

時
の
状
況
(
年
月
日
、
場
所
、

理
由
、
子
供
の
特
徴
)
そ
の
他

参
習
事
項
。

士
九
年
度
会
計
臨
時
出
納
検
一
三
月
二
十
七
日

査

一

長

浜

町

戦

没

者

慰

霊

祭

執

行

三

月

十

二

日

一

三

月

二

十

六

、

二

十

八

、

二

十

町
議
会
議
員
総
会
開
催
(
於
一
九
、
三
十
、
三
十
一
日

一

町

役

場

)

一

第

一

団

長

浜

町

定

例

町

議

会

二

月

二

十

二

日

一

一

一

三

月

十

七

日

一

四

月

三

日

三

十

年

災

会

計

検

査

定

再

査

一

一

ー

一

母

子

世

帯

小

口

貸

出

委

員

会

一

運

輸

省

港

湾

局

上

野

機

材

課

一

一

一

町

二

十

五

日

一

一

一

一

月

二

十

日

一

長

来

町

耕
地
林
務
課
関
係
会
計
検
査
一
第
一
回
臨
時
町
議
会
開
催
一
四
月
四
日

員

現

地

査

定

一

昭

和

二

十

九

年

度

長

浜

町

会

一

町

議

会

総

務

委

員

会

開

催

一
一
月
二
十
九
日
一
計
決
算
認
定
に
関
す
る
件
に
一
庁
内
人
事
に
つ
い
て

留
守
家
族
司
法
設
相
談
実
施
二
っ
き
開
催
全
議
案
件
一
〈
に
特
別
一
四
月
五
日

於

町

役

場

)

一

審

査

委

員

会

に

附

託

さ

れ

た

一

昭

和

二

十

九

年

度

町

会

計

決

三

月

五

日

一

町

内

遺

族

会

長

会

開

催

一

宮

菱

特

別

委

員

会

開

催

土
地
改
良
事
業
会
計
検
査
一
町
農
林
指
導
者
協
議
会
開
催
一
四
月
戸
日

一

一

町

議

会

商

工

経

済

委

員

会

三

月

六

日

一

三

月

二

十

一

日

一

町

公

営

住

宅

家

賃

決

定

に

つ

長
浜
港
湾
竣
工
検
査
(
運
輸
一
昭
和
二
十
九
年
度
町
会
計
決
一
い
て
ィ

省

)

一

算

審

査

特

別

委

員

会

開

催

一

邪

連

合

婦

人

会

総

会

(

高

校

)

三
月
九
、
十
、
十
一
、
十
三
日
一
三
月
二
十
五
日
一
四
月
八
日

町
監
査
委
員
に
よ
る
昭
和
二
一
長
浜
町
引
揚
者
更
生
会
総
会
一
町
連
合
青
年
団
総
会
(
高
校
)

戟
没
者
合
同
慰
一
一
刊
行
げ
に
一
品
界
一
日
一
一
一
合
耕
一
日
一
一
時
一
回
一
紘
一
一

霊
祭
執
行
さ
る
一
堂
に
遺
族
五
百
有
余
名
、
知
事
一
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
之
よ
り

司
弓
、
↑
代
理
喜
多
福
祉
事
務
所
長
、
喜
一
午
後
の
行
事
で
あ
る
慰
安
会
に

長
浜
町
合
併
後
初
の
戦
残
者
一
多
郡
遺
族
連
合
会
長
及
び
町
会
一
う
つ
り
長
浜
町
婦
人
更
生
会
員

合
同
慰
霊
祭
を
日
清
、
日
露
の
一
議
員
各
種
団
体
長
等
来
賓
多
数
一
に
よ
る
演
芸
会
を
最
後
に
慰
霊

戦
前
与
を
始
め
大
東
亜
戦
終
結
に
一
参
列
の
も
と
に
盛
大
且
つ
厳
か
一
祭
行
事
ー
を
無
事
終
了
し
た
。
」
友
沢
敏

至

る

問

国

の

た

め

に

殉

ぜ

ら

れ

一

に

神

仏

両

式

に

よ

り

執

行

さ

れ

二

神

野

季

次

た

六

五

五

柱

の

御

霊

を

迎

え

ら

一

た

。
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式

男

山

口

芳

己

西

山

強

蔦

代

義

忠

晴

清

治

郎

片
山
伊
佐
志

二

宮

義

徳

久
保
田
義
信

万

谷

幸

男

二

宮

留

夫

東

文

男

高

木

満

敏

浜
田
セ
ツ
コ

山竹
本本

野
地
都
代
事

文

田

政

猶

一γ

山
本
啓
二
郎

一
一
森
川
武
重

L
久

保

貞

夫

徳

山

幸

男

由

嶋

重

夫
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死篠片安友谷野木政

原山田沢滞日村所

猿
雄紳

兼
松
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校

高
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古
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喜
多
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分

ロ
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カ
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町
議
会
議
員
河
内
作
右
衛
門

全

日

野

義

満

雨
議
員
は
今
回
郡
議
長
会
長
よ

り
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
。

町

職

員

黒

田

英

男

(
元
主
事
)

氏
は
二
十
五
年
以
上
の
勤
続
職

員
と
し
て
全
国
町
村
会
長
並
に

県
町
村
会
長
よ
り
表
彰

町
職
員
(
書
記
)
石
内
義
盛

元

主

事

清

水

亀

儀

元

書

記

藤

淵

三

尾

三
氏
共
に
永
年
勤
続
職
員
と
し

て
郡
町
村
会
長
よ
り
表
彰

山竹宮
本本崎

東二
宮

清山山
水本本
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の
親
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探
そ
う
運
動
に
つ

φ
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た子の

生
時道
治春

本
庁
分

長

女

幸

子

長

男

伸

男

長

女

裕

子

長

女

明

美

長
女
美
津
校

三

男

高

広

二

男

久

幸

長

男

義

弘

三

女

邦

子

'

長

男

陽

朗

一

三
女
久
美
子
一

喜
多
灘
分
一

二
男
亀
久
雄
一

男

生

男

一

櫛
生
分
担

四

女

恵

子

長

男

直

人

出
滋
分

三

男

満

春

大
和
分

長

男

嘉

雄

三
女
喜
美
子

二

女

信

予

長

女

満

江

二
女
香
代
子

白
滝
分

二
男
幸
太
郎

長

男

好

広

長
女
恵
津
子

長
女
ま
ゆ
み

長
女
陽
/
子

二

男

憲

治

亡

本
庁
分
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吉

恵
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和
分
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